
Question Answer

LLMC/LLM-JP はオープンとのことですが、成果のデータセット、LLM、評
価結果などは無料で商用利用可能ですか。ライセンス条件などがあれば
教えてください。

LLM-jp/LLMCが公開するリソースはすべて無償で提供しています。
LLMC/LLM-jpのライセンスに関しては「LLM-jp成果物のライセンスに関する指
針」(https://llm-jp.nii.ac.jp/news/post-609/)をご確認ください。

LLM-JPの成果物はコーパスを含めどのようなライセンス条件で提供され
ますか。全て同一の条件ですと扱いやすくありがたいのですが、無料での
商用利用は可能ですか。改変等した場合はオープンにする必要があると
いった条件があれば教えてください。

LLM-jpの成果物のライセンスに関しては、別回答のとおり「LLM-jp成果物のライ
センスに関する指針」(https://llm-jp.nii.ac.jp/news/post-609/)をご確認くださ
い。コーパスに関しては、無償で提供していますが、ライセンスはサブコーパスご
とに異なりますので、LLM-jp Corpus v4のページ (https://gitlab.llm-
jp.nii.ac.jp/datasets/llm-jp-corpus-v4) をご覧ください。ライセンスの詳細はライ
センスごとのリンク先をご確認ください。例えば、CC BY 4.0ライセンスは
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/ (日本語:
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja) です。

AIRoA の取り組みについて大変興味深く拝見しました。本会のような活動
は、より多くの組織や個人を巻き込みながら、日本全体の強みに育てて
いくことができるのではないかと感じております。今後、よりオープンに参
加できるような方向になりますか。

設立経緯からまずは会員企業様との連携が中心にはなりますが、今後、活動を
よりオープンにしていくことを検討しています。

デモで流されていた会話がとても自然に感じられました。まずテキスト生
成してから音声に変換しているのですか。または最初から音声として生成
し、その後テキスト認識しているのですか。逆の場合、音声をテキストとし
て変換してから返事を作るのか、あるいは最初から音声として認識して取
り扱っているのですか。

音声対話モデルにおいては、テキストで文章を作成してから、それを音声合成で
変換しているわけではありません。また、ユーザの発話を音声認識をしてから返
事を作るわけでもありません。入ってきた音声をもとに次に生成すべき音声を直
接生成しています。音から音を作ることで自然なやり取りを実現しています。

LLMの原理解明に関して、現在、LLM の内部メカニズムを理解し、透明性
を高める取り組みが様々に進んでいると承知していますが、“Next LLM”
のような議論は進んでいるのですか。具体的には、より記号的なアプロー
チ（オントロジーやシンボリック推論など）との統合によってモデル構造を
記述したり、あるいは OMG が提唱するモデルベースのシステム記述言
語のような枠組みを活用することで、LLM の透明性や reasoning の強化
につながるのではないかと感じていますが、現在の研究動向や議論の方
向性についてご教示いただけますか。

記号的なアプローチと統合する研究や、推論モデルやエージェントの研究が盛
んに行われている印象です。現時点で把握する限り、LLMのアーキテクチャに対
して、抜本的な改変を迫るような議論は特にないと認識しています。

Does llm-jp-judge only compare the model and the human?

How was the model used for evaluation selected? Was there a
comparison and analysis of different models?

llm-jp-judge evalutes the performance of an LLM using another LLM as a judge.
It does not compare the model with human, but compares models. In the talk, I
showed a correlation with human judgments, aiming to verify the closeness of
LLM judges and human judges.
llm-jp-judge is a tool for evaluation and anybody can use it for evaluating your
own models. You can also change an LLM to be used as a judge. It is available
on github and try using it: https://github.com/llm-jp/llm-jp-judge

オンラインでお寄せいただいたご質問のうち、一部について、登壇者の先生方から回答をいただきましたので掲載しています。
ご質問は、回答対象の先生方へは原文のままお伝えした上で、公開にあたっては趣旨を損なわない範囲で事務局にて表現を調整しています。


